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平成 27年度 学術研究助成事業の概要 

１ 目的 

  本県の大学間連携の促進及び学術研究の向上を図るため、県内の大学研究者又は研

究ｸﾞﾙｰﾌﾟが行う研究に対して学術研究助成を実施する。 

２ 概要等 

 (1) 事業内容（5,500 千円） 

項 目 内  容

補助対象研究

地域の課題解決・活性化につながるテーマ

＊地域の行政機関、試験研究機関、産業界等との連携（研究分担

者としての参画、研究内容に対する意見書提出等）を図った研

究を優先的に採択する。

研究期間 平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 2 月 27 日

補助額（総額）
共同研究：1 件 1,500 千円・単独研究 １件 500 千円以内

（補助率 10／10）＊予算の範囲内

補助対象者

・県内の大学院、大学、短大及び高等専門学校の研究者

＊研究グループには、県内外の試験研究機関もしくは産業支援機

関に所属する研究者または県外の大学等に所属する研究者が

参画することができる。ただし、研究グループの主たる研究者

（以下「研究代表者」という。）は県内の大学等に所属する研

究者でなければならない。

・研究代表者は、ふじのくに地域・大学コンソーシアムの会員校

に勤務する教員であること。

 (2) 補助対象経費 

   備品購入費、賃金、謝金、旅費、会場使用料、消耗品費、通信運搬費 

 (3) 研究成果 

   研究成果は、成果発表会やホームページ等において発表・発信する。 

【助成事業体系（イメージ）】 

ふじのくに地域・大学コンソーシアム 

審査会（ふじのくに地域・大学コンソーシアム役員、行政機関

研究グループ 

公募・応募・交付申請等

補助金

審査付議 答  申

県

交付申請

補助金
成果品

成果品
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平成27年度　応募・助成の状況

1.応募の状況

　応募件数　31件

2.学術研究助成 対象者・研究課題

№ 大学 学部 代表者
共同
単独

研究課題 助成額

1 静岡県立大学 薬学部 高橋忠伸 単独
薬剤耐性インフルエンザウイルスの高感度、簡
便、迅速な検出方法および分離法の開発 450,000

2 浜松医科大学 医学部 鈴木哲朗 共同
マイクロミニピッグを利用したウィルス性胃腸炎モ
デルの作製 1,350,000

3 常葉大学 健康科学学部 杉井たつ子 単独
大学とコミュニティの協働による高齢者の孤立防
止の検討 450,000

4 常葉大学 社会環境学部 小河久志 共同
観光立県・静岡の実現に向けて-外国人観光客の
ニーズ把握と新たな観光資源の開発- 800,000

5 浜松医科大学 医学部 柴田陽介 共同
地域在住高齢者の健康増進を目指した就業のあ
り方に関する研究 1,100,000

6 静岡大学 人文社会科学部 白井千晶 共同
静岡県における外国人女性のDV被害支援に関す
る実態調査および支援者養成プログラム構築 1,350,000

合計　6　件 5,500,000
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研究論文を提出できない理由 

本申請採択後、速やかに実験準備を開始し、本学医学研究倫理委員会への実

験計画の申請、承認（昨年11月）を経て、患者由来ウイルス材料のマイクロミ

ニピッグ（MMP）への感染実験を実施致しました。 

結果は、様式第3号別紙（学術研究助成の概要）の通りでありますが、MMPで

のノロウイルス感染の成立を確実なものとし、病態モデルとしての有用性を評

価するためには、実験条件（感染材料の選抜、調製方法の改良、感染条件の改

善など）の最適化を計った上で多方面（ウイルス学的、免疫学的、病理学的）

に亘る詳細なMMP材料の解析を実施し、さらに再現性を確認することが必要と

なります。そのためには少なくとも今後複数年の実験期間を要することが想定

されます。 

現時点で取得しております実験結果をもって本研究の結論を論じることは困

難であり、上記のような今後の実験から得られます結果を精査し結論を導く所

存であります。その上で研究成果の学術発表の方針を決定し実施したいと思っ

ております。今後、本研究成果について学会誌等に発表する論文は改めて提出

致します。 

本研究は、世界的に成功していないノロウイルスの感染、病態動物モデルの

確立を目指す、極めて挑戦的なものであることをどうぞご理解ください。 

研究課題名 マイクロミニピッグを利用したウイルス性胃腸炎モデルの作製 

大学名   浜松医科大学 

氏 名   鈴木 哲朗 
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